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1. 急性期における医療機関との連携体制 

①看護師との連携体制 

・訪問看護ステーションたんぽぽ所属の、看護師との 24時間連絡体制を確保し

ている。 

・ 入居者の容態が急変した場合は、看護師へ連絡し、必要に応じて看護師の訪

問・主治医への連絡・応急処置・搬送などの対応を行う。 

②病院との連携体制 

・協力医療機関である医療法人慈恵会北見中央病院、北見赤十字病院による診

療体制を確保している。 

・ 必要に応じて、協力医療機関である北見中央病院、北見赤十字病院または利

用者の主治医へ連絡し、医師の指示を受け対応を行う。 

 

2. 入院期間中における居住費、食費等の取扱い 

・入院期間中は食費のみ欠食分を返金することとする。 

 

3. 入居者の病状が重度化した場合の看取りに関する考え方 

入居者及び家族の同意のもと、上記医療機関等との連携体制を確保するとと

もに訪問診療、医療保険による訪問看護等を利用し入居者が当グループホー

ムでの生活が最大限継続できるよう努力するものとする。入居者がグループ

ホームでの生活が継続困難と判断された時点で、入居者及び家族との話し合

いを行い、入居者及び家族の意向を尊重して、対応を検討するものとする。

また、当グループホームにおける看取り介護を希望する場合は「看取りに関

する指針と同意書」及び「看取りに関する支援と対応方法」により行うこと

とする。 


